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施設類型 市民文化系施設 

施設分類 文化施設 

➀施設概要 

（文化センター） 

市民が文化・芸術に触れ、さまざまな活動の場や機会を提供し、地域文化の振興を図る市内唯一の拠点とし

て設置しています。 

（市民ギャラリー） 

  市民の芸術及び文化活動を推奨し、その普及及び振興を図るために設置しています。 

施設分類 カルテ番号 対象施設 所在地 所管課 

文化施設 
001 

118 

文化センター 

市民ギャラリー※1 

大日 396 

鹿渡 2001-10 

管財課 

社会教育課 
※1 「市民ギャラリー」は、庁舎等施設の「市役所第二庁舎」内に設置しています。 

【施設の位置図】 

 

 

②現状と課題 

【施設データ】平成 29年度末現在 

施設名 
中学校 

地区 

建設

年 

経過 

年数
（年） 

耐用

年数

(年) 

延床面積

(㎡) 

運営

形態 

職員

数

(人) 

支出額 

(千円) 

収入額

(千円) 

差引収支

(千円) 

利用人数

(人) 

㎡あたり

単価(千

円) 

利用者あ

たり単価 

(千円) 

文化   

センター 
四街道北  

S55 

S57 

37    

35 
50 9,903 

指定

管理 

委 9 

指 4 
94,967 375 △94,592 6,320※1 9.589 15.026※2 

市民   

ｷﾞｬﾗﾘｰ※3 
四街道北  － － － 134※3 直営 0 30 0 △30 17,682 － 0.001 

※1 文化センターは、利用件数となります。 

※2 文化センターは、利用件数あたり単価となります。 

※3 記載の面積は、市役所第二庁舎の延床面積のうち、市民ギャラリーとして使用している面積を記載しています。 

ア 文化センター 

文化センターは、ホール棟と会館棟で構成し、ホール棟は鉄筋コンクリート造 3階建て（地下 1 階）、延床面積

は 6,218 ㎡。昭和 55 年に建設した旧耐震基準の建物ですが、平成 24～25 年にホール棟耐震改修工事を実施して

います。また、会館棟は、鉄筋コンクリート造 3 階建て（地下 1 階）、延床面積は 3,685 ㎡。昭和 57 年に建設し

た旧耐震基準の建物で耐震対策は未対応となっており、現在、耐震化事業を進めています。ホール棟・会館棟と

もに建設から 35年以上が経過し、施設の老朽化が進んでいます。 

開館日・開館時間は、毎月第 1・4月曜日（祝日の場合はその翌日）・年末年始を除く毎日、9 時から 21 時まで、

管理運営は指定管理者が行い、管理運営費は 94,967 千円/年（市職員人件費を除く。）で、行政財産使用料の収入

は 375 千円/年となっています。なお、施設使用料（36,906 千円/年）は、利用料金制度により指定管理者の収入

となります。 

大ホールの席数は 943 席（可動席 10 席、車いす席 6 席含む＝平成 24～25 年の改修時に 1,157 席から縮小する

中で客席幅等を広げるなどの改良を実施）で、市が主催する市民文化祭等以外は指定管理者が演奏会・落語・映

画などを自主事業で行うほか、貸館事業として民間企業や市民団体によるコンサートなどが行われ、大ホールの

文化センター 

市民ギャラリー 
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利用件数は 211 件/年で、利用率は 50.38％/年となっています。また、大ホールには、付帯する部屋として、練習

室及びリハーサル室があります。 

展示ホールでは、絵画・手芸作品等の展示や社会福祉施設の物品販売などが行われ、展示ホールの利用件数は

227件/年で、利用率は 22.52％/年となっています。 

会館棟は、会議室（15 部屋）・和室（3 部屋）・研修室（１部屋）で構成し、指定管理者の自主事業として、サ

ロンコンサートや工作教室などを行っていますが、多くは貸館事業として民間企業の会議や市民団体によるサー

クル活動などが行われ、会館棟全体での利用件数は 5,882 件/年で、各部屋の平均利用率は約 30％/年となってい

ます。 

なお、文化センター全体の利用状況は下記のとおりとなっています。 

【各部屋の利用状況（ホール棟）】 

部屋名 
利用率（％） 

部屋名 
利用率（％） 

午前 午後 夜間 平均 午前 午後 夜間 平均 

大ﾎｰﾙ 55.34 58.25 37.54 50.38 展示ﾎｰﾙ 23.81 24.70 19.05 22.52 

練習室 1 8.45 4.23 6.57 6.42 練習室 2 0.47 0.00 0.47 0.31 

練習室 3 0.00 0.00 0.00 0.00 ﾘﾊｰｻﾙ室 0.94 2.35 1.41 1.56 

 

【各部屋の利用状況（会館棟）】 

部屋名 
利用率（％） 

部屋名 
利用率（％） 

午前 午後 夜間 平均 午前 午後 夜間 平均 

201号室 32.74 34.52 12.50 26.59 202号室 26.79 27.08 8.33 20.73 

203号室 25.00 33.93 21.13 26.69 204号室 50.30 47.32 20.83 39.48 

205号室 42.86 51.19 19.05 37.70 206号室 53.27 45.54 15.48 38.10 

207号室 44.35 50.30 12.50 35.71 208号室 27.08 22.32 8.04 19.15 

和室 1 19.94 16.07 18.15 18.06 和室 2 17.56 22.92 18.45 19.64 

和室 3 16.67 16.96 18.45 17.36 研修室 16.96 14.58 4.76 12.10 

301号室 27.38 31.85 17.86 25.69 302号室 25.30 27.98 15.48 22.92 

303号室 33.33 33.93 19.94 29.07 304号室 97.62 98.21 97.62 97.82 

305号室 43.75 54.46 35.71 44.64 306号室 42.26 16.67 20.24 26.39 

307号室 46.13 27.38 3.57 25.69 

 

イ 市民ギャラリー 

市民ギャラリーは、市役所第二庁舎の 1階フロア内に設置しています。 

施設の開館日・開館時間は、月曜日・年末年始を除く毎日、9 時から 18 時まで、管理運営は直営で、管理運営

費は 30千円/年（市職員人件費を除く。）となっています。施設使用料は無料で、受付業務などの日常管理は施設

利用者が自主的に行っています。 

展示スペースは 134 ㎡（壁面長 35m、室内高 2.7m）で、吊り下げワイヤーや組立てパネルなどの備品は無料で

貸し出しを行い、年 2 回の抽選会を経て決定した利用団体等による絵画展や書道展などの展示会が行われ、利用

者数は 17,682人/年で、利用状況は下記のとおりとなっています。 

【各部屋の利用状況】 

部屋名 
利用率（％） 

午前 午後 夜間 平均 

市民ｷﾞｬﾗﾘｰ 86.66 86.66 21.66 65.00 
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➂施設評価と対応方針 

「施設の安全性、必要性」、「施設の有効性」、「管理運営の効率性」について以下のように分析しました。 

【分析】 

対象施設 施設の安全性、必要性 施設の有効性 管理運営の効率性 

文化センター 

・ホール棟は、耐震基準を

満たしていますが、老朽化

が進んでいます。 

・会館棟は耐震上の課題が

あり、老朽化も進んでいま

す。 

・市内で唯一の大ホール機

能を持つ施設であり、市民

の文化振興の拠点となって

おり、今後も継続していく

必要があります。 

・大ホールの利用率は、指定管理者の自

主事業や民間団体等への貸館による利

用が中心で、利用率は 50.38％/年となっ

ています。 

・会議室等の平均利用率は約 30％/年で、

20％/年以下の低利用率の部屋も生じて

います。 

・指定管理者制度を導入し、効

率化を図っていますが、施設の

貸館業務や維持管理業務が中心

で、文化施設の設置目的である、

質の高い芸術・文化事業の実施

については指定管理者の自主事

業に委ねられています。 

・電気については、入札により

経費縮減を図っています。 

・施設使用料は有料となってい

ます。 

・文化振興を所管する部署が、

施設の管理運営に関わっていま

せん。               

市民ギャラリー 

・市役所第二庁舎内は、耐

震基準を満たしています。 

・市民の芸術及び文化活動

を推奨し、その普及及び振

興を図るため、今後も継続

していく必要があります。 

・市役所第二庁舎の 1階フロアを有効活

用した施設であり、展示スペースの利用

は年 2回の抽選会で決定し、日常的にさ

まざまな展示等が行われ、17,682 人/年

の利用があります。 

・展示会の受付や清掃などは施

設利用者が行っています。 

・施設使用料は無料となってい

ます。 

上記分析を踏まえて、当該施設については、以下のように評価し、対応します。 

【評価結果】 

対象施設 
方向性 

説  明 
機能 施設 

文化センター 継続 継続 

【機能】 

・市内唯一の大ホールを有し、文化振興の拠点となる施設のため、今後も

継続していく必要があります。 

【施設】 

・予防保全を含め、施設の計画的な改修などを行い、長寿命化を図る必要

があります。 

【管理運営】 

・指定管理者制度を導入していますが、施設の貸館業務や維持管理業務が

中心であり、質の高い芸術・文化事業に触れる機会が少ないことから、指

定管理の要求水準の見直しが必要です。また、低利用率の部屋の有効活用

の検討も必要です。 

・市の文化振興の拠点としての位置づけを踏まえ、施設の所管部署のあり

方について、見直しが必要です。 

・受益者負担の適正化の観点から、施設使用料の定期的な見直しが必要で

す。 

市民ギャラリー 継続 － 

【機能】 

・今後も市民の文化振興を図るため継続しますが、市役所第二庁舎の移転

にあわせ、近隣の同種施設である文化センターへの機能の移転・統合の検

討が必要です。 

【管理運営】 

・施設利用者が日常管理を行う運営体制の継続が必要です。 

・受益者負担の適正化についての検討が必要です。 
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【対応方針】 

○文化センターは下記の対応を行います。 

ａ．市民の文化活動を支えるための場や機会を提供するとともに質の高い芸術・文化に触れる機会を提供する 

役割を果たすため、今後も継続し、予防保全を含め、施設の計画的な改修などを行い、長寿命化を図りま 

す。 

ｂ．管理運営は、指定管理者制度を導入していますが、施設の貸館業務や維持管理業務が中心となっているこ 

とから、市民への質の高い芸術・文化事業の提供、指定管理者の自主的な取り組みの拡大及び民間の活力 

やノウハウを最大限発揮できることなどを視点として、指定管理の要求水準を見直します。 

ｃ．低利用率の部屋の有効活用を図るため、施設利用者の活動に支障がないことを前提に、施設の多機能化や 

民間等への定期的な貸し付け等について検討を行います。 

ｄ．受益者負担の適正化の観点から、施設使用料の定期的な見直しを行います。 

ｅ．文化振興施策を推進する拠点施設であることを踏まえ、施設の所管を含めた管理運営体制の見直しを検討 

します。 

〇市民ギャラリーは、市役所第二庁舎の移転にあわせ、文化センターへの移転・統合について検討します。 

 

➃展開スケジュール 

課題事項 
2017 年度

(H29 年度) 

2018 年度

(H30 年度) 

2019 年度

(R 元年度) 

2020 年度

(R2 年度) 

2021 年度

(R3 年度) 

2022 年度

(R4 年度) 

2023 年度

(R5 年度) 

2024 年度

(R6 年度) 

2025 年度

(R7 年度) 
2026 年度

(R8 年度) 
2027 年度

(R9 年度) 
2028 年度

(R10年度) 
文化ｾ ﾝ ﾀ ｰ

会 館 棟 の

耐震補強 

            

施 設 の 長

寿命化 

            

管 理 運 営

に つ い て

の検討 

            

（検討事項） 

①指定管理の要求水準、②低利用率の部屋の有効活用、③使用料の定期的な見直し、④施設の多機能化等について、⑤所管の変更 

市 民 ギ ャ

ラ リ ー の

移転・統合

の検討 

            

 

耐震診断 耐震設計 耐震工事 

管理運営についての検討 検討結果に基づく対応 

使用料の検証 

長寿命化計画策定 計画に基づく対応 

文化センターへの

移転・統合の検討 
検討結果に基づく対応 

検証結果に

基づく対応 

使用料の検証 検証結果に

基づく対応 

使用料の検証 検証結果に

基づく対応 

使用料

の検証 

検証結果に

基づく対応 

使用料

の検証 
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